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◆
シ
ー
ズ
ン
券

○
販
売
期
間

・
12
月
12
日
（
水
）〜
21
日
（
金
）

　

＝
教
育
委
員
会

・
12
月
22
日
（
土
）
か
ら
＝
ス
キ

　

ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可

　

能
な
期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員

　

会
（
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業

　

で
き
な
い
期
間
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）

○
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
下

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

☎
☎

☎

冬
は
好
き
か
？

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



3　

山
形
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

主
に
使
用
す
る
白
鷹
町
内
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
救
急
車
と
の
合
流
地
点
、
臨
時
の
離
着
陸
場
）

夏
期　

・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
健
康
運
動
広
場

・
中
山
林
業
セ
ン
タ
ー
前
グ
ラ
ン
ド

冬
期　

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場

・
白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
前

皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

◎
吹
き
下
ろ
し
の
強
い
風
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
消
防
職
員
等
の
誘

導
に
従
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
離

着
陸
す
る
場
所
か
ら
退
避
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
の
際

は
、
風
圧
や
騒
音
が
発
生
し
ま

す
。
吹
き
飛
ば
さ
れ
や
す
い
も
の

は
室
内
に
し
ま
っ
て
、
窓
を
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

◎
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
着
陸
後
、
直

ち
に
救
命
活
動
を
行
い
ま
す
の

で
、
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

防
災
管
財
係

☎
85

－
６
１
２
２

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
Ｑ
＆
Ａ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
時
間
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

▽
原
則
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
土
日

祝
祭
日
を
含
め
毎
日
運
航
し
ま

す
。

▽
悪
天
候
や
日
没
後
等
に
よ
る
視

界
不
良
時
は
運
航
を
休
止
し
ま

す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
誰
で
も
要
請
で

き
ま
す
か
。

▽
出
動
要
請
は
１
１
９
番
通
報
を

受
け
た
消
防
機
関
が
患
者
の
重
病

度
等
を
判
断
し
て
行
い
ま
す
。

▽
一
般
の
町
民
の
か
た
が
、
直
接

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
は
、
誰
が
乗
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

▽
原
則
と
し
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

整
備
士
の
ほ
か
、
医
師
と
看
護
師

が
搭
乗
し
ま
す
。

▽
患
者
は
最
大
２
名
ま
で
搬
送
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
家
族
・
付
添

者
は
、
原
則
と
し
て
搭
乗
で
き
ま

せ
ん
。

利
用
し
た
場
合
、
費
用
は
か
か
り

ま
す
か
。

▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
自

体
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、

救
急
現
場
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
内
な

ど
で
治
療
に
要
し
た
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
医
療
費
と
同

様
、
医
療
保
険
制
度
に
基
づ
き
請

求
さ
れ
ま
す
。

▽
治
療
に
使
用
し
た
医
療
資
器
材

の
返
送
等
、
医
療
保
険
の
適
用
外

と
な
る
費
用
に
つ
い
て
、
実
費
を

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
す
か
。

▽
原
則
と
し
て
、
各
地
域
の
拠
点

病
院
（
公
立
置
賜
総
合
病
院
）
ま

た
は
基
地
病
院
（
県
立
中
央
病

院
）
等
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

▽
各
地
域
の
拠
点
病
院
で
対
応
で

き
な
い
場
合
、
ま
た
は
専
門
・
高

度
な
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
三
次
救
急
医
療
機
関
（
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
大
学
病

院
）
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
搭
乗
医
師
が

患
者
の
容
態
等
を
考
慮
し
、
救
急

車
で
拠
点
病
院
以
外
の
最
寄
り
の

救
急
病
院
へ
搬
送
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

　

医
療
機
器
や
医
薬
品
を
搭
載
し

た
小
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
、
救
急

医
療
の
専
門
医
と
看
護
師
が
搭
乗

し
、
一
刻
も
早
く
患
者
に
救
命
治

療
を
行
う
医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
機
体
も
小
型
で
あ
る
た

め
、
救
急
現
場
近
く
の
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
や
駐
車
場
な
ど
を
臨
時
の

離
着
陸
場
（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
）
と
し
て
、
直
ち
に
救
命
医
療

を
行
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
の
専
門
医
が
速
や
か

に
救
急
現
場
で
救
命
治
療
を
開
始

で
き
る
こ
と
や
、
高
度
な
救
命
医

療
機
関
等
へ
の
搬
送
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
で
、
救
命
率
の
向

上
、
後
遺
症
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
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税
務
出
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
農
畜
産

物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
か
た

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
自
家
消
費

の
み
の
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。

　

収
支
計
算
に
は
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
の
書
類
の
保
存
と
日
々
の

取
引
の
記
録（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

賃
耕
料
・
小
作
料
等
支
払
明
細

書
の
提
出　

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
か

た
は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う

え
、
平
成
25
年
１
月
11
日
（
金
）

ま
で
税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４

番
受
付
）
に
提
出
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料

　

個
人
間
で
の
農
作
業（
耕
う
ん
・

代
か
き
・
育
苗
・
田
植
え
・
稲
刈

り
な
ど
）
の
委
託
料
で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育
苗

組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど
の
利

用
者
は
、
申
告
相
談
の
際
に
利
用

料
の
明
細
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

②
小
作
料

　

農
地
の
賃
借
料
で
す
。（
米
な
ど

の
現
物
も
含
み
ま
す
）

・
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

◆
農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
か
た
へ

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
支
払
明
細
書
が
必
要
な
か
た
は
税

務
出
納
課
町
民
税
係（
４
番
受
付
）

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
か
た
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
か
た
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金

を
控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ

の
金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合

か
ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課

金
内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課　

町
民
税
係

（
☎
85

－

６
１
３
２
）

賃耕料・小作料等支払明細書は平成 25 年
１月 11 日（金）まで提出ください。

□
ご
利
用
い
た
だ
け
る
か
た

・
60
歳
以
上
の
公
的
年
金
と
そ
の

　

他
の
収
入
が
あ
る
か
た

・
給
与
と
20
万
円
以
下
の
農
業
所

　

得
な
ど
、
そ
の
他
の
収
入
が
あ

　

る
か
た
な
ど

※
な
お
、
ご
家
族
で
前
年
中
に
収

　

入
が
な
か
っ
た
か
た
の
申
告
書

　

も
受
付
し
ま
す
の
で
当
会
場
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
持
ち
物

　

町
・
県
民
税
申
告
書
、
町
民
税

県
民
税
申
告
の
手
び
き
、
筆
記
用

具
、
電
卓
、
印
鑑
、
収
入
と
経
費

の
わ
か
る
書
類
、
年
金
ま
た
は
給

与
の
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料

控
除
等
の
各
種
所
得
控
除
を
受
け

る
た
め
の
証
明
書
、
そ
の
他
必
要

と
思
わ
れ
る
も
の
。

※
所
得
税
の
還
付
ま
た
は
納
税
の

　

確
定
申
告
を
行
う
か
た
は
、

　

２
月
14
日
か
ら
の
申
告
相
談
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
１
月
22
日
（
火
）

　

配
布
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課　

町
民
税
係

（
☎
85

－

６
１
３
２
）

◇
平
成
25
年
度
個
人
町
県
民
税

　
自
書
申
告
説
明
会
の
ご
案
内

申
告
相
談
日
程
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
、
指
定
日
以
外
の
相

談
日
を
設
け
ま
せ
ん
の
で
、
指
定

さ
れ
た
日
、
ま
た
は
そ
の
地
区
の

会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

平
成
25
年
２
月
８
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
蚕
桑
・
鮎
貝
地
区
対
象
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
（
荒
砥
・
十
王
・
鷹
山
・
東
根
地
区
対
象
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階　

い
こ
い
の
間
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固
定
資
産
税
は
、
白
鷹
町
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
毎

年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

評
価
し
、
基
準
日
時
点
の
所
有
者

に
課
税
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、

税
務
出
納
課
で
は
、
平
成
25
年
度

の
課
税
に
向
け
た
作
業
（
土
地
の

現
況
調
査
と
評
価
、
新
増
改
築
家

屋
の
調
査
と
評
価
、
償
却
資
産
申

告
の
受
付
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

25
年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
、

次
に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
か
た
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
願
い
ま
す
。
公
平
な
課
税
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
　
地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、空
き
地
に
し
た

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　
家
　
屋

●
家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
り
、
取

　

り
壊
し
た
、
な
ど

　
（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
所

有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
な
ど
に

よ
り
、
す
で
に
ご
報
告
い
た
だ
い

た
か
た
は
、
今
回
の
連
絡
は
不
要

で
す
。）

　
償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
１
月
21
日
ま
で
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
24
年

中
に
新
た
に
取
得
さ
れ
た
か
た
、

ま
た
は
今
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い

た
か
た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

告
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課　

資
産
税
係

（
☎
85

－

６
１
３
３
）

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

冬期間の「油流出事故」にご注意ください！

　冬は暖房機器を使う機会が増えます。一般家庭や事業所において、ホームタンクや配管から
灯油などの油類が漏れ出し、河川などに流れ出すケースが毎年発生しており、昨年は大規模な
事故も起きています。
　その多くが人為的ミスによるものです。油がいったん流れ出すと水や土壌の環境汚染をもた
らすばかりでなく ､流出防止のためのオイルフェンス設置、吸着マットによる吸い取り、汚染
された土の処分など、大掛かりな対応が必要となります。
　これらの多くの費用は、事故を起こした原因者が責任を持って負担しなければなりません。

【主な発生原因】
①給油時の不注意による流出
　・給油中にその場を離れてしまう。
　・ホームタンクの元栓を閉め忘れる。
②落雪による配管の破損
③除雪作業による配管の破損

【防止策】
①給油時はその場を離れず、終わったらしっ　
かり元栓を閉め、確認する。
②落雪による配管破損の防止対策を行うほか、
腐食や亀裂がないか定期点検に努める。
③除雪のときは、配管などを壊さないように　
注意する。

■問い合わせ
　町民課　くらし環境係（☎８５－６１３１）
　建設水道課　管理係（☎８５－６１４０）
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今
回
の
選
挙
は
、
任
期
満
了
に

よ
る
山
形
県
知
事
選
挙
で
す
。
忘

れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
告
示
日

　

　
平
成
25
年
１
月
10
日
（
木
）

■
投
票
日

　

　
平
成
25
年
１
月
27
日
（
日
）

○
投
票
時
間
…
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
（
黒
鴨
・
針
生
投
票

区
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
）

◆
投
票
で
き
る
か
た
は

　

平
成
24
年
10
月
９
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

平
成
５
年
１
月
25
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
（
満
20
歳
以
上
）
が
投

票
で
き
ま
す
。
な
お
、
白
鷹
町
か

ら
転
出
し
た
か
た
で
あ
っ
て
も
、

引
き
続
き
山
形
県
内
に
住
所
が
あ

れ
ば
（
住
所
移
転
は
１
回
の
み
）、

白
鷹
町
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
例
え
ば
、
平
成
24
年
10

月
10
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町
村

に
転
入
の
届
出
を
し
た
か
た
で
、

「
県
内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

た
か
た
）。
詳
し
く
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

◆
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
入
場
券
は
１
月
10
日

に
発
送
す
る
予
定
で
す
）。

　

も
し
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合

で
も
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
投
票
所
の
受

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
12
月
19
日
現

在
の
居
住
地
で
発
行
し
ま
す
の

で
、
12
月
19
日
以
降
に
転
居
さ
れ

た
か
た
は
、
前
居
住
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票
に
つ
い
て

　

代
理
投
票
と
は
身
体
の
都
合
な

ど
に
よ
り
、
ご
自
分
で
投
票
用
紙

に
記
載
で
き
な
い
か
た
の
た
め

に
、
投
票
所
の
職
員
が
本
人
に
代

わ
っ
て
記
載
す
る
制
度
で
す
。
本

人
に
よ
る
申
し
出
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
か
た
は
投
票
所
の

受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

◆
期
日
前
投
票
と
は

　

選
挙
は
、
投
票
日
に
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票

は
、
投
票
日
前
で
あ
っ
て
も
、
投

票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直

接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
）
制
度
の
こ
と
で
す
。

◆
期
日
前
投
票
の
日
時
と
場
所

・
日
時　

１
月
11
日
（
金
）
〜

　
　
　
　

１
月
26
日
（
土
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

・
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館
1

　

階
文
化
実
習
室

※
告
示
日
の
翌
日
な
ど
で
入
場
券

　

が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
期

　

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
期
日

　

前
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◆
他
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い

る
か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
郵
便
の

往
復
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光

園
な
ど
の
施
設
に
入
院
又
は
入
所

中
の
か
た
は
、
そ
の
場
所
（
施
設

内
）
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
職
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
等
に
よ
る

　
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
と
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
で
、
両
下
肢
等
の
障
害
の

程
度
が
1
級
若
し
く
は
2
級
の
か

た
、
内
臓
機
能
の
障
害
の
程
度
が

1
級
若
し
く
は
3
級
の
か
た
、
免

疫
等
の
障
害
の
程
度
が
1
級
か
ら

3
級
の
か
た
、
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た
で
、
両
下
肢
若

し
く
は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症
ま
で
の

か
た
、
内
臓
機
能
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
ま
で

の
か
た
、
ま
た
は
介
護
保
険
法
上

の
要
介
護
者
で
要
介
護
5
の
か
た

（
い
ず
れ
も
自
書
す
る
こ
と
が
可

能
な
か
た
）
を
対
象
と
し
、
投
票

所
へ
行
か
な
く
て
も
自
宅
で
投
票

で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
た
め
に

は
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
以

前
取
得
さ
れ
た
か
た
で
も
有
効
期

限
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
85

－６
１
２
０

山
形
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
告示日
　1/10（木）
投票日
　1/27（日）

12
月
16
日（
日
）は
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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最
優
秀
賞 

 
 

　

須
貝　

綾
奈
（
蚕
桑
小
３
年
）

　

「
パ
パ
、
マ
マ　

と
う
ひ
ょ
う
し
て
か
ら　

あ
そ
ん
で
ね
」

優
秀
賞  

 

　

渡
部　

悠
（
荒
砥
小
１
年
） 

　

「
ぼ
く
ら
の
ね　

み
ら
い
を
き
め
る　

そ
の
い
っ
ぴ
ょ
う
」

　

小
林　

咲
葉
（
蚕
桑
小
５
年
） 

　

「
聞
か
せ
て
よ　

あ
な
た
の
意
見
を　

選
挙
で
ね
」

　

五
十
嶺　

冴
耶
（
東
中
１
年
） 

　

「
未
来
へ
の　

き
た
い
と
希
望
を　

一
票
で
」

　

井
澤　

悠
斗
（
東
中
２
年
） 

　

「
さ
あ
一
票　

理
想
の
社
会
を　

築
く
た
め
」

　

孫
田　

和
奏
（
西
中
３
年
） 

　

「
さ
あ
行
く
べ　

あ
な
た
の
思
い
を　

投
票
へ
」

　

多
田
野　

誠
（
荒
砥
高
３
年
） 

　

「
投
票
は　

１
人
１
人
が　

主
人
公
」

●
小
学
校
低
学
年
の
部

　

青
木　

遥
奈
（
蚕
桑
小
１
年
）

　

新
野　

侑
希
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

新
野　

泰
生
（
東
根
小
１
年
）

　

梅
津　

彩
芽
（
荒
砥
小
２
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

　

新
野　

愛
麻
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

青
木　

七
海
（
荒
砥
小
５
年
）

　

関　
　

日
向
（
荒
砥
小
６
年
）

　

大
木　

青
空
（
鷹
山
小
６
年
）

●
中
学
１
年
の
部

　

髙
橋　

希
望
（
東
中
）

　

安
部　

美
聡
（
東
中
）

　

髙
橋　

龍
聖
（
東
中
）

　

内
山　

有
馬
（
東
中
）

●
中
学
２
年
の
部

　

金
田　

魁
音
（
西
中
）

　

菅
原　
　

駿
（
東
中
）

　

菅
原　

和
奏
（
東
中
）

　

鈴
木　

智
裕
（
東
中
）

●
中
学
３
年
の
部

　

今
野　

莉
妃
（
西
中
）

　

小
形　

瞭
真
（
東
中
）

　

小
方　

和
馬
（
東
中
）

　

梅
津　

桐
里
（
東
中
）

●
高
校
の
部

　

菅
間　
　

舞
（
荒
砥
高
１
年
）

　

木
村　

勇
太
（
荒
砥
高
１
年
）

　

髙
橋　
　

駿
（
荒
砥
高
２
年
）

　

髙
橋　

彩
華
（
荒
砥
高
３
年
）

入
　
選

平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

童
門
冬
二
賞

　

青
木　

和
葉
（
東
根
小
２
年
）

　
「
い
わ
た
く
ん
ち
の
お
ば
あ
ち

　

ゃ
ん
」
を
読
ん
で

生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

橋
本　

優
翔
（
蚕
桑
小
１
年
）

　
「
て
の
ひ
ら
か
い
じ
ゅ
う
」
を

　

読
ん
で

教
育
長
賞

　

岩
崎　

康
雅
（
荒
砥
小
５
年
）

　

い
の
ち
の
ま
つ
り
を
読
ん
で

　

迎
田　

崚
真
（
東
中
３
年
）

　
「
の
び
太
と
い
う
生
き
方
」
を

　

読
ん
で

　

衣
袋　

亜
里
沙（
荒
砥
高
３
年
）

　
「
わ
た
し
の
３
・
11
」
を
読
ん
で

図
書
館
長
賞

　

海
老
名　

空
来（
鷹
山
小
１
年
）

　

デ
イ
ジ
ー
と
サ
イ
く
ん
へ

　

庄
司　

叶
花
（
鮎
貝
小
４
年
）

　
「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」
を
読
ん
で

　

山
本　

築
（
荒
砥
小
６
年
）

　

電
気
の
話

　

迎
田　

茉
優
（
東
中
３
年
）

　
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
３
組
」
を
読

　

ん
で　

　

寺
島　

加
奈
子（
荒
砥
高
２
年
）

　

子
ぎ
つ
ね
へ
レ
ン
が
の
こ
し
た

　

も
の

入
選

　

●
小
学
生
の
部

　

鈴
木　

美
冴
（
荒
砥
小
１
年
）

　

大
木　

真
緒
（
荒
砥
小
２
年
）

　

黒
田　

佳
那
（
蚕
桑
小
２
年
）

　

上
村　

栞
凪
（
鮎
貝
小
３
年
）

　

佐
藤　
　

悠
（
蚕
桑
小
３
年
）

　

大
滝　

覇
功
（
荒
砥
小
３
年
）

　

鈴
木　

健
登
（
荒
砥
小
４
年
）

　

鈴
木　
　

遼
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

海
老
名
大
智
（
荒
砥
小
５
年
）

　

小
林　

里
穂
（
荒
砥
小
５
年
）

　

鈴
木
ひ
な
子
（
東
根
小
６
年
）

　

村
上　

由
真
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

伊
藤　
　

菫
（
荒
砥
小
６
年
）

●
中
学
生
の
部

　

菊
地　

大
雅
（
東
中
２
年
）

　

岩
崎　

好
香
（
東
中
２
年
）

第
44
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

紅
花
ま
つ
り

「
地
域
づ
く
り
の
や
ま
が
た
景
観
賞
」

奨
励
賞
を
受
賞

　　

11
月
21
日
、
山
形
経
済
同
友
会

の
「
地
域
づ
く
り
の
や
ま
が
た
景

観
賞
」
の
表
彰
式
が
山
形
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、「
白
鷹
紅
花

ま
つ
り
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
、

白
鷹
紅
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

塚
原
信
一
会
長
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
紅
花
の
生
産
量
日
本

一
な
ら
で
は
の
特
色
を
生
か
し
、

紅
花
を
産
業
振
興
と
観
光
資
源
に

両
立
さ
せ
る
地
域
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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　11月７日、蚕桑小学校の３年生が「操
糸」といわれる、蚕の繭から糸をとる作業
を行いました。繭をお湯で煮て、糸の先を
探しだし、操糸器という機械を手で回し、
糸にする一連の作業を教わりました。15
個の繭からの細い糸を１本にし、操糸器
で巻き取られた光沢がある生糸を見た児童
からは、「きれい、切れない」、「他の学校で
はできないことが体験できてよかったです」
という感想が聞かれました。

　11月19日、鮎貝小学校３年生の児童が
りんごの収穫作業を行いました。りんごの
先生（加藤嘉郎さん、熊坂嘉代司さん）か
ら収穫の方法を教えてもらい作業に取り掛
かりました。脚立を使い、高い所のりんご
も収穫し、一本の木から17ケースも採れ
ました。自分たちで収穫したりんごの試食
すると「蜜がいっぱい」「あまーい」と口
一杯にほおばりながら、歓声があがりまし
た。

　11月20日、山峡体育館で、あらと保育
園、よつば保育園の年長児がモンテディオ
山形の３人のコーチとサッカーを体験しま
した。あちこちに転がるボールを全力で追
いかける園児たちはみんなニコニコで、ゴ
ールをきめてハイタッチをするなど、サッ
カーを楽しみました。マスコットキャラク
ターの「ディーオ君」が現れると大喜びで、
みんなで、記念撮影を行いました。

　11月19日、白鷹学講座　竹下和男講演
会「弁当づくりから進める男女共同参画」
が行われました。竹下先生は、子どもたち
が自分で弁当を作る「弁当の日」の提唱者
で、現在では1,000校を超える学校で行わ
れています。先生は、「人は、人に喜んでも
らう事をすることで、脳が発達し、人にな
ることができる」と、取り組みの重要性を
話されました。

海
老
名
和
好
さ
ん
（
滝
野
）
が

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

功
労
者
表
彰
受
賞

　

海
老
名
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４

月
１
日
、
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
就
任
以
来
、
22
年
に
わ
た
り

委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
一
翼
を
担
う
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
11
月
29

日
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
第
53

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究

協
議
会
に
お
い
て
、
全
国
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
連
合
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。



9　

　11月10日からの「のどか村新そば祭り」
から始まり、町内各地でそば祭りが行われ
ました。町外、県外からの来場者も多く
「毎年、白鷹のそばを楽しみに来ている」
「11月10日に深山で食べた帰りに滝野の
看板を見て、２週続けて白鷹に来てそばを
食べています」などの声が聞かれました。
どの会場でも行列ができ、そばを打つ人、
ゆでる人、盛り付ける人など、皆さん大忙
しでした。

　11月23日、十王地区子ども会育成会
（橋本勝則会長）による「よい子のもちの
会」が行われました。約50人の児童が朝
から十王地区内のゴミ拾いをしたあと、自
分たちで植えた米で餅をつきました。重い
杵を振りかぶりフラフラする児童もいまし
たが、役員の皆さんに手伝ってもらいなが
ら餅をつき、つきたての納豆餅や雑煮餅な
どを食べました。

11
月
11
日
（
日
）

鮎
貝
小
学
校
体
育
館

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

　

優
勝　

塚
本
昌
志
・
塚
本
保
正

　

２
位　

嶋
貫
拓
也
・
斉
藤
貴
文

　

３
位　

小
形
欽
也
・
小
野
智
史

　
　
　
　

原
田
和
也
・
長
谷
部
竜
治

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
ク
ラ
ス

　

優
勝　

穴
澤
寛
之
・
遠
藤
英
樹

　

２
位　

鈴
木
徳
仁
・
高
村
恵
美
子

　

３
位　

松
木
久
人
・
酒
井
五
月

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

佐
藤
香
・
保
科
友
美

　

２
位　

片
倉
愛
美
・
児
玉
茜

　

３
位　

荒
木
由
美
・
塚
本
亜
衣

　
　
　
　

安
部
佳
奈
子
・
鈴
木
亜
沙
紀

○
少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

菊
地
葵
・
菅
原
和
泉

　

２
位　

小
林
礼
華
・
渋
谷
来
華

　

３
位　

小
形
花
奈
・
菅
間
志
穏

　

11
月
24
日
、
首
都
圏
白
鷹
会
（
沼
澤
今
朝
夫
会
長
）
の
第
34
回
総
会

が
東
京
・
上
野
公
園
内
の
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
や
会
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、
総
会
で
は
、
９
月
に
実
施

し
た
ふ
る
さ
と
訪
問
な
ど
の
活
動
報
告
や
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
恒
例
の
抽
選
会
の
ほ
か
、
西
高
玉
稲
荷
神

社
獅
子
連
も
会
場
に
駆
け
つ
け
、
笛
太
鼓
が
響
き
渡
る
ム
ー
ド
満
点
の

中
、
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま

し
た
。

　

会
場
内
で
は
白
鷹
の
物
産
展
も
開
催
さ
れ
、
新
米
や
地
酒
の
ほ
か
銘

菓
、
漬
物
、
農
産
品
な
ど
、
白
鷹
の
秋
の
味
覚
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
県
民
歌
「
最
上
川
」
を
斉
唱
し
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
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復
帰
場
所

　
　
　
６
勝
１
敗
の
好
成
績

大
相
撲
十
一
月
場
所

（
11
月
11
日
〜
25
日
）

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

取組 星取 決まり手
２日目 ○ 押し出し
４日目 ○ 押し出し
６日目 ● 寄り切り
７日目 ○ 押し出し
９日目 ○ 押し出し
11日目 ○ 突き出し
13日目 ○ 押し出し
序ノ口西12枚目　６勝１敗

白鷹山星取表

　

右
膝
の
大
怪
我
に
よ
る
、
５
月

場
所
の
途
中
休
場
か
ら
約
半
年
。

心
配
し
て
い
た
町
民
の
か
た
も
大

勢
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
手
術
、

リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え
て
復
帰
し

た
白
鷹
山
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
8
日
、
鮎
貝
地
区
公
民
館
で
「
最
上
川
夜
話
を
聴
く
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
山
形
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
置
賜
地
域
部
会
が
主

催
し
、
ス
タ
デ
ィ
ア
ン
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
方
式
で
行
わ
れ
、
第
１
部
で

は
、
紙
芝
居
「
お
羽
黒
様
の
大
杉
物
語
」、
米
沢
直
江
会　

小
山
田
信

一
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
黒
滝
の
開
削
に
よ
り
、
置
賜
の
文
化
の

発
展
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
２

部
で
は
「
秋
。
白
鷹
の
食
と
お
酒
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」　

と
し
て
12
月

オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ａ
（
シ
ャ
ッ
タ
カ
）」
オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ
の
安
達 

稔
さ
ん
が
山
口
地
区
の
蓮
の
実
、
れ
ん
こ
ん
、
白

鷹
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
料
理
を
披
露
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ワ
イ
ン
に
合
う
」「
白
鷹
の
野
菜
の
お

い
し
さ
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
が
楽
し
み
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
お
店
の
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　　

12
月
１
日
、
パ
レ
ス
松
風
で
り

ん
ご
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
町

内
の
食
材
を
使
っ
た
創
作
ス
イ
ー

ツ
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東

京
の
「
ザ
・
ハ
ウ
ス
白
金
」
の
白

戸
シ
ェ
フ
の
作
っ
た
、
パ
ン
ナ
コ

ッ
タ
や
マ
カ
ロ
ン
、
ム
ー
ス
な

ど
色
と
り
ど
り
の
ス
イ
ー
ツ
を
前

に
、
約
１
０
０
人
の
参
加
者
は
ど

れ
を
食
べ
よ
う
か
う
れ
し
そ
う
に

迷
っ
て
い
ま
し
た
。
り
ん
ご
を
育

て
た
小
口
祐
一
さ
ん
（
箕
和
田
）

は
「
り
ん
ご
は
生
で
食
べ
て
も
お

い
し
い
が
、
こ
う
や
っ
て
手
を
加

え
て
も
ま
た
お
い
し
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
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健
康
ま
つ
り

　

11
月
17
日
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
親
子
ふ

れ
あ
い
体
操
」
で
は
、
子
ど
も
と

一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
く

行
え
る
体
操
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
竹
下
和
男
氏
に
よ

る
食
育
講
演
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
健
康

に
つ
い
て
考
え
る
一
日
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
げ
ん
き
弁
当
コ

ン
ク
ー
ル
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
ど

れ
も
お
い
し
そ
う
な
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

●
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組

合
様
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

　

11
月
22
日
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
協
同
組
合
様
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

か
ら
町
に
対
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
４
基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
、

町
内
各
所
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

●
株
式
会
社
山
形
新
聞
社
様
、

山
形
放
送
株
式
会
社
様

　

11
月
１
日
、
株
式
会
社
山
形
新

聞
社
（
代
表
取
締
役
社
長
寒
河
江

浩
二
）
様
、
山
形
放
送
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
社
長
園
部
稔
）
様

か
ら
、
11
月
３
日
に
横
田
尻
上
の

台
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
最
上
川

さ
く
ら
回
廊
植
樹
式
」
の
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
20
本
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

　

青
木　

美
麗
・
満
里
子

「
し
ら
た
か
お
花
い
っ
ぱ
い
弁
当
」

　

荒
木　

胡
桃

「
ボ
リ
ュ
ー
ム
唐
揚
げ
弁
当
」

【
食
育
推
進
協
議
会
長
賞
】

　

熊
坂　

美
穂

「
健
康
弁
当
」

【
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
賞
】

　

樋
口　

美
咲

「
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
」

【
地
区
栄
養
士
会
長
賞
】

　

岡
部　

稟
子
・
愛

「
く
ま
ち
ゃ
ん
に
こ
に
こ
弁
当
」

げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル

　

高
橋　

一
花
・
美
雪

「
に
っ
こ
り
笑
顔
弁
当
」

【
最
優
秀
賞
】
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年
末
年
始
の
交
通
安
全

●
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
要
注
意
！

・
出
か
け
る
こ
と
が
特
に
多
い
時

期
で
す
。
次
の
事
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

冬
道
の
安
全
運
転
５
則

１
．
ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
場
よ
り
10

㌔
以
上
減
速
す
る
。

２
．
車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時

の
２
倍
以
上
と
す
る
。

３
．
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急

ハ
ン
ド
ル
等
の
急
激
な
操
作
を
避

け
る
。

４
．
視
界
が
悪
い
時
は
、
前
を
よ

く
見
て
早
め
に
徐
行
す
る
。

５
．
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
追
い
越

し
は
し
な
い
。

●
特
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
、

橋
の
上
、
日
陰
部
分
は
凍
結
路
面

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
油
断
し
な
い
で
減
速
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
「
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
徹
底

し
て
下
さ
い
。

◎
ゆ
と
り
を
も
っ
て
油
断
し
な

い
で
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

年
の
瀬
、
正
月
は
し
っ
か
り
防
犯

◆
油
断
し
な
い
！

・
ひ
っ
た
く
り
、
置
き
引
き
、
ス

リ
、
金
融
機
関
で
現
金
を
下
ろ
し

た
後
の
つ
け
ね
ら
い
な
ど
に
注
意
。

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
ド
ア

ロ
ッ
ク
、
車
内
に
金
品
を
残
さ
な

い
。

・
家
に
多
額
の
現
金
を
置
か
な
い
、

外
出
す
る
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を
か

け
る
。

◎
警
戒
心
を
持
っ
て
防
犯
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係　
　
　

　
　
　
　

          

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

　

介
護
ベ
ッ
ド
に
よ
る
死
亡
事
故

の
多
く
は
、
利
用
者
の
首
が
手
す

り
と
手
す
り
の
隙
間
や
ベ
ッ
ド
ボ

ー
ド(

頭
側
板)

と
手
す
り
の
隙

間
に
挟
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

購
入
な
ど
の
際
に
は
、
新
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

規
格
外
の
製
品
を
使
用
す
る
場

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.30

合
な
ど
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
や
毛

布
な
ど
で
隙
間
を
埋
め
た
り
、
手

す
り
の
全
体
を
カ
バ
ー
や
毛
布
で

覆
う
な
ど
危
険
な
部
分
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
、
正
し
い
使
い

か
た
に
よ
っ
て
未
然
に
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険
な
状

態
に
な
っ
て
い
な
い
か
定
期
的
に

ベ
ッ
ド
利
用
者
が
目
視
確
認
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

区　分
11月21日（水）～ 28日（水）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

こぐわ保育園 不検出 不検出

あゆかい保育園 不検出 不検出

ひがしね保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
５
０
〜
０
・
８
０
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

『
冬
期
間
の
ご
み
収
集
の
お
願
い
』

　

冬
期
間
は
、
積
雪
の
影
響
で
ご

み
集
積
所
の
扉
が
開
か
ず
、
ご
み

を
収
集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
除
雪
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課　

く
ら

し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１
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十
二
月
二
十
五

一
月
二
十
五
日

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

生
徒
会
長　

東
海
林　

史
穂（
２
年
）

副
会
長　

佐
竹　

伸
子 

（
２
年
）

事
務
局
長   

小
口　

貴
幸（
２
年
）

議
長　

遠
藤　

帆
夏（
２
年
）

副
議
長　

寺
島
加
奈
子（
２
年
）

書
記　

佐
藤　

晴
香（
１
年
）

書
記　

東
海
枝　

優
紀（
１
年
）

会
計　

齋
藤　

良
美（
１
年
）

会
計　

関　

智
衣（
１
年
）

企
画
委
員
長　

金
田　

望
美（
２
年
）

生
活
委
員
長　

金
田　

南
美（
２
年
）

保
健
委
員
長　

黒
澤　

陽
太（
２
年
）

図
書
委
員
長　

柏
谷　

な
つ
み（
２
年
）

広
報
委
員
長　

鈴
木　

伴
浩（
２
年
）

応
援
団
長　
　

髙
橋　

翔
揮（
２
年
）

事
務
局
員　
　

平　

珠
那（
１
年
）

事
務
局
員　
　

福
田　

佳
奈（
１
年
）

【
生
徒
会
長　

東
海
林　

史
穂
】

  

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
を
深
め
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
発
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
つ
も
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
荒
高
生
み
ん
な

で
お
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
し
、
荒
高
生
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
副
会
長　

佐
竹　

伸
子
】

  

執
行
部
自
ら
が
日
々
の
活
動
に

楽
し
く
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
原

点
」
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
周
り
も
巻
き
込
み
、
い
ず

れ
全
体
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
私
一
人
の
力
で
は

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー

み
ん
な
と
協
力
し
て
成
し
遂
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
地
域
に
貢
献
で
き
る
荒
砥
高
校
」
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

東北芸術工科大学の学生さんから
「企画」について学びました。



14　

RO KU ( ) 

tel.85-6147 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 

 

h�p://www.town.shirataka.lg.jp/ssc/
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前
回
に
続
い
て
、「
白
鷹
町
認
知

症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　　

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
、
認
知

症
の
正
し
い
知
識
と
対
応
を
広
め

る
こ
と
で
、
認
知
症
の
か
た
や
そ

の
家
族
を
あ
た
た
か
く
見
守
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。　

認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
が
生

活
し
て
い
く
う
え
で
の
不
安
を
軽

減
で
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、

住
民
と
行
政
と
が
協
力
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

○
『
見
守
り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ

カ
ー
』
で
認
知
症
の
か
た
と
そ
の

家
族
を
あ
た
た
か
く
見
守
る
地
域

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

　

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
が
あ
る

か
た
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
い
た

だ
く
こ
と
で
、
認
知
症
の
こ
と
を

相
談
し
や
す
い
地
域
、
互
い
に
声

を
か
け
あ
え
る
地
域
を
つ
く
り
ま

す
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
区
長

・
町
内
長
・
民
生
委
員
・
医
療
機

関
・
学
校
・
保
育
園
・
福
祉
施
設

・
薬
局
・
商
工
会
女
性
部
・
協
力

商
店
・
理
美
容
院
な
ど
、
町
内
約

四
〇
〇
か
所
で
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇　

　

現
在
、
白
鷹
町
で
は
約
４
０
０

人
の
認
知
症
の
か
た
が
治
療
を
受

け
た
り
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
り
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
生
活
の
な

か
で
困
る
場
面
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
な
か
に
は
周
囲
か
ら

の
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
で
解
決
で

き
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

○
商
店
で
買
い
物
を
す
る
と
き
、

小
銭
の
計
算
が
で
き
ず
に
困
っ
て

い
る

○
道
路
工
事
な
ど
で
道
が
普
段
の

様
子
と
違
っ
て
い
る
た
め
、
方
向

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
医
療
や

介
護
の
知
識
が
な
く
て
も
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
や
お
店
で
困
っ
て
い
る
高
齢

者
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、「
困
っ

た
時
は
お
互
い
様
」
の
気
持
ち
で

声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
の
か
た
を
自
宅
で
介
護

し
て
い
る
経
験
者
の
話
を
聞
い
た

り
、
介
護
の
悩
み
を
話
し
た
り
で

き
ま
す
。

▼
12
月
19
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ご
希
望
の
か
た
は
事
前
に
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

11月の町長交際費
　平成24年11月に支出され
た町長交際費についてお知
らせします。

■問い合わせ
　総務課　総務係　
☎85－6120

広告
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広告

平
成
24
年
度

山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統

計
調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
た
か
た

が
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
多
年
従
事

　

片
山

　
弘
之
さ
ん
（
高
玉
）

■
退
職

　

丸
川

　
晃
一
さ
ん
（
横
田
尻
）

　
小
林
　
孝
次
さ
ん
（
滝
野
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

白
鷹
吟
友
会
の
髙
山
サ
ダ
さ
ん

（
荒
砥
）
が
約
25
年
間
の
詩
吟
の

活
動
に
対
す
る
功
績
を
認
め
ら
れ
、

公
益
社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院
総

本
部
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
振
興
大
会　

　

11
月
10
日
、
白
鷹
町
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
白
鷹
町
社
会

教
育
振
興
大
会
が
置
賜
社
会
教
育

振
興
大
会
と
合
同
で
開
催
さ
れ
、

約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
講
師
の
都

留
文
科
大
学
の
渡
辺
豊
博
先
生
が

「
現
場
で
学
び
、
育
て
る
、『
愛
郷

心
』
と
は
」
と
題
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
冒
頭
に
「
置
賜

社
会
教
育
振
興
会
表
彰
」
及
び

「
白
鷹
町
須
藤
恒
雄
生
涯
教
育
基

金
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
表
彰

　 

長
谷
部　

嘉
雄　

氏　
　

白
鷹
町
須
藤
恒
雄
生
涯
教
育
基
金

表
彰　
　

文
化
賞　
　
　
　

　

芳
賀　

康
雄　

氏

　

鈴
木　

敏
之　

氏

自
治
功
労
賞　
　

　

鈴
木　

健
一　

氏

　

安
部　
　

武　

氏

　

小
林　

松
雄　

氏

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

○
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
、

企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
な
ど
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▼
調
査
日　

　

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所
（
従
業
者
4
人
以

上
）

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
、
回
収

い
た
し
ま
す
。）

※
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯
し

て
お
り
ま
す
。
か
た
り
調
査
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
係

☎
85

－

６
１
２
１
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養
蜂
振
興
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

日
本
蜜
蜂
も
含
め
蜜
蜂
を
飼
育
す

る
方
（
花
粉
交
配
期
間
だ
け
の
飼

育
は
除
く
）
は
、
毎
年
１
月
末
ま

で
に
飼
育
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ

れ
る
方
に
は
届
出
様
式
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
下
記
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

☎
０
２
３
８

－

26

－
６
０
５
３

　

西
置
賜
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

カ
ワ
ウ
に
よ
る
魚
の
食
害
を
防
止

す
る
た
め
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣

駆
除
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
銃

猟
禁
止
区
域
に
お
い
て
も
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
出
入
り
の
際
は

十
分
ご
注
意
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
期
間　

11
月
30
日
〜
平
成
25
年

１
月
28
日
ま
で

　

平
成
25
・
26
年
度
に
行
う

①
建
設
工
事
（
定
期
申
請
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
（
定
期
申
請
）

平
成
24
・
25
年
度
に
行
う

③
物
品
納
入
及
び
役
務
提
供
（
追

加
申
請
）
の
登
録
申
請
を
受
付
け

ま
す
。

▼
受
付
期
間

①
・
②
平
成
25
年
２
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

〜
２
月
20
日（
水
）

③
平
成
25
年
２
月
28
日（
木
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
、

③
は
現
在
受
付
中
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合　

事
務
局
施
設

課
施
設
係　

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

　

そ
ん
な
風
に
誰
か
を
思
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
探
し
に
お
出
か
け
し
ま

せ
ん
か
？  

　

県
内
の
美
味
し
い
食
べ
物
（
焼

き
菓
子
や
ジ
ャ
ム
、
パ
ン
、
お
こ

わ
、
野
菜
な
ど
）
や
作
家
さ
ん

に
よ
る
て
づ
く
り
品
（
子
供
服
、

果
物
の
木
の
食
器
、
雑
貨
な
ど
）、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

ブ
ロ
グ
↓ http://potam

as.
blog.fc2.com

 

▼
い
つ　

12
月
15
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む　

ホ
ー
ル
内

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

　

ぽ
た
じ
ぇ
・PA

X
i planning

　

potager@
goo.jp

▼
い
つ　

12
月
22
日
（
土
）
午
後

７
時
開
演
（
６
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
キ
リ
ス
ト
教
会

チ
ャ
ペ
ル

▼
入
場
料　

大
人（
高
校
生
以
上
）

１
０
０
０
円
・
小
中
学
生
５
０
０

円※
入
場
料
の
一
部
は
、
白
鷹
町
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
歳
末
助

け
合
い
運
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
キ

リ
ス
ト
教
会
（
山
本
）

☎
85

－

０
１
７
９

〒
９
９
２

－

０
０
１
２　

　

米
沢
市
金
池
三
丁
目
１
番
55
号

※
申
請
に
必
要
な
書
類
等
、
詳
細
は

本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.okikou.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
11
月
下
旬
掲

載
予
定
）

▼
い
つ　

12
月
16
日
（
日
）

　

午
後
2
時
20
分
〜
4
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ 

2
階
大
研
修
室

▼
内
容　

学
校
授
業
、
保
育
園
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
で
活
用
で

き
る
自
作
視
聴
覚
教
材
を
実
演
・

展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
、
参
加

申
込
不
要
で
す
の
で
、
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
教
育
事
務

所
社
会
教
育
課　

吉
水

☎
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88
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一
年
最
後
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。     

大
切
な
あ
の
人
、
今
年
も
お
世
話

に
な
っ
た
人
、
が
ん
ば
っ
た
自
分

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
に
し
よ
う

・
・
。     

広告



住所　　 氏　　名 年齢
十　王　大　木　敏　夫　87
鮎　貝　齋　藤　節　子　70
鮎　貝　沖　　　つ　る　86
横田尻　渋　谷　けさゑ　86
下　山　安　部　福　光　  0
十　王　伊　藤　爲　次　86
荒砥甲　山　口　淳　一　76
鮎　貝　飯　上　　　吉　83
箕和田　佐　藤　健　一　60
箕和田　迎　田　　　美　93
荒砥甲　後　藤　榮　一　89
山　口　大　嶋　コ　ウ　89
荒砥乙　髙　梨　　忠　　48
横田尻　鈴　木　陽　子　86

高　玉 金田 禎史 結
ゆ

　咲
ずき

美由紀

畔　藤 中嶋 智一 悠
ゆう

　喜
き

和香

畔　藤 小林
邦弘 俊

とし

　輝
き

勝子

山　口 榎本
良史 駿

しゅん

恵子

中　山 髙橋 誠一 晄
ひかり

久美子

十　王 海老名
智樹 和

に

　心
こ

採子

畔　藤 紺野 成人 駿
しゅん

　斗
と

真希

荒砥乙 大泉 孝好 潔
きよ

　桂
か

幸恵

山　口 片倉 拓朗 玲
れ

　美
み

真波美

荒砥乙 髙橋 基之 快
かい

　和
わ

　代

荒砥甲 樋口 啓一郎 燈
とう

　志
じ

慶子

山　口 佐藤 孝幸 奏
そう

　祐
すけ

冴香

菖　蒲 川上 智勝 裕
ゆう

　翔
と

佐知子
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　　氏　　　名　　　 住所

（芳　賀　悠　基　　鮎　貝
本　田　敦　子　　高畠町

（高　石　健　次　　鮎　貝
土　田　紅美子　　米沢市

（岡　田　隆　希　　浅　立
髙　石　恵美子　　長井市

（梅　津　弘　樹　　萩　野
金　田　絵　里　　高　岡

白鷹古文書研究会　（会長　皆川　清彦　さん）

VOL.36

《菖蒲薬師堂を調査する会員》

◆
結
成
は
？

◆
ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

◆
古
文
書
の
魅
力
と
は
？

◆
最
後
に
一
言

○
　
　
　
　

☎

畔　藤　梅　津　きゑの　87
中　山　　　津　みつよ　79
荒砥甲　大　友　み　つ　92
横田尻　鈴　木　や　ゑ　94
山　口　中　川　　弘　　89
中　山　村　上　しづゑ　92
中　山　沼　澤　すみよ　88
荒砥乙　鈴　木　一　雄　70
鮎　貝　宮　城　せ　い　85
畔　藤　平　井　昌　信　55

梅
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